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　 会 長 あ い さ つ 　

例 会 次 第

本 日 の プ ロ グ ラ ム

　皆さまこんにちは。
　本日もたくさんのご出席あり
がとうございます。
　前回例会のあいさつでもお
話しましたが、今回も「ロータ
リー親睦活動月間」についてお
話させていただきます。
　親睦と奉仕は、ロータリーの

二本の柱といわれています。しかし、ロータリーは敢えて
親睦と奉仕の解釈を、世間一般の人たちが考える解釈と
異なる次元に置いています。この二つはロータリー独自
の概念であり、これを正しく理解しない限り、ロータリー
思想の原理に触れることは難しいと言われています。
　Fellowshipを「親睦」と訳したことにも問題があるのか
も知れません。むしろ、「連帯感」とか「協調」と訳す方が
理解し易かったかも知れません。
　例会の場で、職業上の発想の交換を通じて、分かち合い
の精神による事業の永続性を学び、友情を深め、自己改善
を図り、その結果として奉仕の心が育まれてきます。この
例会における一連の活動のことを「親睦」と呼ぶのです。
例会で高められた奉仕の心を持って、それぞれの家庭、職
場、地域社会に帰り、奉仕活動を実践します。これが理想
とされるロータリーライフです。
　親睦と親睦活動を混同する人が多いようです。親睦会
やゴルフ会に参加することは親睦活動に参加することで
あって、親睦とは違った次元のものであることを理解す
べきでしょう。親睦活動委員の任務を、親睦会の幹事や同
好会の世話役に留めることは大きな誤りです。確かに会
員が心を打ち解けあう手段の一つとして、親睦会やクラ
ブ活動などのレクリエーションも必要です。しかし、親睦
を深める最適の場所は、毎週1回の定例の例会であるこ
とを忘れてはなりません。例会において、いかに友情を深
めるかを考え実行することと、いかにして真の親睦が保
たれるような環境を整備することが最大の任務なのです。
　上記を踏まえ私は、それでも限られた例会の時間の中
でのみで互いを十分理解する事は非常に難しいと思いま
すし、当クラブは親睦と親睦活動をきちんと理解し分け
て活動できていると思いますので、やっぱり福島RCそし
てクラブメンバーは素晴らしい、そんな皆さまと今年１
年活動できたことが嬉しく、今後ますます皆さまとロー
タリーライフを楽しみたいと思っています。
　本日のプログラムは、各委員会報告と幹事スピーチで
す。例会も本日を含めあと2回です、皆さまと一緒に楽し
く拝聴したいと思います。
　第37回例会に当たり、会長あいさつとさせていただき
ます。本日もよろしくお願いいたします。

2023-24年度会長　　　箱岩　偉

村山由美子 会員

グェン ティ フォン トゥク さん

菅藤真優 様

清野冬真 様

森岡幸江 会員

畠山良平 会員

仲尾雅至 委員

八巻恵一 委員

ロータリー・ソング「我らの生業」	 	
	 ソングリーダー　村山由美子 会員
お客様並びに来訪ロータリアン紹介
　福島東稜高校インターアクトクラブ
	 部長　清野冬真 様
	 小坂奏愛音 様	
	 菅野陽人 様
	 顧問　上野浩子 様
　福島学院大学ローターアクトクラブ
	 副部長　菅藤真優 様
	 福安慶太朗 様
	 加藤夢花 様
　米山記念奨学生
	 グェン ティ フォン トゥク さん
米山記念奨学金　６月分支給
　米山記念奨学生
	 グェン ティ フォン トゥク さん
優良インターアクター表彰
	 代表　清野冬真 様
優良ローターアクター表彰
	 代表　菅藤真優 様
ロータリー財団伝達
	 ベネファクター　森岡幸江 会員
退会のごあいさつ
	 NTT東日本福島支店長  畠山良平 会員

日本コムシス㈱執行役員通信基盤EX事業本部
ネットワーク事業戦略部長としてご栄転されます

菅沼裕会長エレクトより
■各委員会報告
　公共イメージ委員会「友６月号」紹介
	 仲尾雅至 委員
　例会小委員会　ニコニコBOX担当
	 八巻恵一 委員

各委員会 年間活動報告
親睦小委員会、例会小委員会、会員増強委員会、公共イメージ
委員会、社会奉仕小委員会、青少年奉仕小委員会、ロータリー
財団委員会

幹事スピーチ	 中川  宏生 幹事
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本 日 の プ ロ グ ラ ム
各委員会 年間活動報告

③地区・分区行事への参加、協力

・地区大会記念親善ゴルフ大会への協力

（10月28日土曜日　パーシモンCC）

　コロナ禍が明け、数年ぶりに規制なしで親睦活動をす

ることができました。会員の皆さんの笑顔もたくさん見

ることができ、改めて普通の1年に戻り有難いと思いま

した。委員会活動をするにあたり、委員会メンバー、会長、

幹事、会員の皆さんのおかげで非常に楽しく1年間を全

うすることができました。感謝を申し上げます。

例会小委員会
岡田新也 委員長

　　

　今年度もより例会が相互理解、親睦が深まる場となる

ようにということで進めてまいりました。コロナも収ま

り、例会中の会話も弾み、親睦も図れたかと思います。夜

間例会におきましては親睦小委員会、吉田小委員長はじ

め委員の皆様にお世話になりありがとうございました。

プログラムとしては特別月間テーマに沿って各月のス

ピーチを行いました。今年はゴードン・R・マッキナリー

RI会長がテーマにしているメンタルヘルスへの取り組み

ということで、廣山会員にスピーチをお願いいたしまし

た。また毎月、各委員長、皆様にスピーチをご協力いただ

きありがとうございました。新会員スピーチにつきまし

ても、途中までは順調に行ってきましたが、次年度に繰り

越すこととなってしまったので、しっかりと引継ぎ、早め

にできればと考えております。

　ここ1か月、菅沼会長エレクトと県北第一分区の各クラ

ブをメークアップいたしまして、他クラブの活動や雰囲

気の一端を知り、例会内容の違いなど勉強することがで

きました。次年度は幹事の立場として皆様にメークアッ

プを勧めていき、私も率先して行きたいと思います。

　ニコニコBOXに関しましては、皆さまから多大なるご

親睦小委員会、例会小委員会、会員増強委員会、公共イメージ委員会、社会奉仕小委員会、青少年奉仕小委員会、
ロータリー財団委員会

親睦小委員会
吉田大樹 委員長

　目標・方針である会員間の親睦をはかり、ロータリー

のレクレーションおよび諸活動への参加を促す。そして、

親睦事業を通して本クラブのなごやかな雰囲気つくりを

行い、より良い奉仕活動に繋げることを目指して活動を

行った。

①夜間例会の運営

・新旧役員慰労夜間例会（7月13日）

・納涼夜間例会（8月3日）

数年ぶりに家族を交えて例会を開催できることになり、

子ども向けには射的、アニマルすくいを行った。

サックス奏者プロ　完戸吉由季様、福大生2名の演奏

・お月見例会（10月21日）

だんご3兄弟が登場し、丹治正博会員指導のもと、お月

見の勉強を行った。

・年忘れ家族会（12月21日）

マジックショー開催　マジシャン　川村建太様

子ども向け、ビンゴ大会開催

・創立記念夜間例会（3月28日）

渡辺健寿パスト会長記念講演

・観桜夜間例会（4月11日）

福島北ロータリークラブ、川俣ロータリークラブとの合

同例会

カクテルパフォーマンス、イーゲルカルテット演奏

②クラブ親睦事業の実施

・大相撲福島場所観戦

（8月5日　福島トヨタクラウンアリーナ）

参加者:福島RC　17名・ゲスト　17名

・東京交歓会（6月21日　北大路赤坂茶寮）

オプショナルツアー　TBS見学　22名参加

参加者:福島RC30名・OB会員16名

・「TENの会」、「競馬を楽しむロータリアンの会」、「古希

の会」、「福島72ゴルフ部」、　「女性部会」への協力
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投入をいただき、おかげ様で予定の金額を大幅に超える

ことができました。感謝申し上げます。ただ新しい会員の

方にニコニコBOXについて理解していただく場がなかっ

たかと反省しております。ニコニコBOXは、会員、家族、

事業所等の慶び事、祝い事、身の回りの出来事や近況な

ど、又ちょっとした失敗などを披露し、例会を賑わせ、親

睦を推進し、集まりました善意はクラブの奉仕活動など

に使用しております。この場をお借りしてご理解いただ

ければと存じます。

　今年度は右近ガバナー年度、例会場がエルティに変更

となるなどございましたが、皆様のおかげをもちまして、

大きな問題もなく運営できました。

　例会小委員会の皆様、会員の皆様に感謝を申し上げま

す。1年間ありがとうございました。

会員増強委員会
管野裕一 副委員長

　本年度期首人数99名、期末人数は現在のところ100名

となっており、1名増という結果になりました。委員会と

しては当初かかげた目標には達成することができません

でしたが、次年度につながる活動ができたのではないか

と考えております。1年間ありがとうございました。

公共イメージ委員会
鈴木朋恵 委員長

1.情報発信

・マスコミ懇談会

2月29日に開催いたしました。マスコミ7社の皆様にご

出席いただき「ロータリーに期待する活動」についてご

意見・アドバイスを頂戴いたしました。

・情報発信の強化

クラブのfacebookにて活動を報告いたしました。第３

回スポGOMI大会は地区にて動画配信をしていただき

ました。

2．「ロータリーの友」の紹介

・毎月の「ロータリーの友」の紹介を通じて、会員の皆様に

内容を分かりやすく深く知っていただけたと思います。

  毎月の「ロータリーの友」の紹介をしてくださった委員

会のメンバーはじめ会員の皆様のご協力に改めて感謝

申し上げます。1年間本当にありがとうございました。

社会奉仕小委員会
佐藤良智 副委員長

　社会奉仕小委員会では、昨年に引き続き環境保全並び

に清掃活動として「第3回スポGOMI大会inふくしま」と

「猪苗代湖水草回収事業」を実施いたしました。「第3回ス

ポGOMI大会inふくしま」は、昨年9月16日に開催し、73

チーム、総勢337名のロータリアンと市民の皆様が参加し

ました。当日の模様は、テレビ、新聞、メディア等で取り

上げられロータリーのイメージ向上につながりました。

委員会メンバーが一丸となり配置やイベントの計画を練

り、参加者へはTシャツやキャップの記念品、表彰用の

協賛品準備と、会場設営準備と盛りだくさんの準備をこ

なしていただきました。

　なにより、メンバーの皆様には、事前打合せ・当日の各

担当をご協力いただきまして、成功することができた事

業でした。本当にありがとうございました。

　また、「猪苗代湖水草回収事業」は、昨年10月28日に行

い、福島東稜高校インターアクトクラブから15名の生徒

さんが参加され、福島ロータリークラブ会員とその企業

の社員様たち総勢56名で、水草の現状を理解し親睦を深

めながら清掃活動を行いました。

　圧倒的な水草の量とその回収方法、水草の運搬の難しさ

も考えさせられましたが、私が驚いたのは、先週も水草回

収したのに、また、こんなにあるのかというところでした。

　そして、モニワザクラの苗木寄贈を行いました。残りの

苗木を松川町・飯野町へ寄贈しました。

　最後に、毎月1回、例会時に「福島ユナイテッドFC支

援活動」も行いました。会員の皆様の協力により集まった

支援金を最終例会にてお渡しする予定です。

　1年間、委員会メンバー並びに会員の皆様からのご協力

を賜り心から感謝申し上げまして活動報告とさせていた

だきます。
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トクラブ・福島東稜高校インターアクトクラブから活動

報告をしてもらいました。

　また、先週6月8日、9日に第16回全国RYLA研究会が行

われ、クラブ会員数名で運営のお手伝いをしてきました。

　また、本日優良インターアクター・優良ローターアク

ターの表彰を行いました。

　以上が、青少年奉仕小委員会の今年度の活動報告です。

ロータリー財団委員会
佐藤充孝 委員長

　当年度のロータリー財団委員会は、RIテーマ「世界

に希望を生み出そう」、地区スローガン「ENJOY the 

ROTARY PRIDE」に基づき活動し、右近ガバナーが目安

として示した寄付の額に近づけるよう寄付活動を奨励し

てまいりました。

　会員の寄付活動を奨励するために、毎例会場に財団寄

付BOXを設置し、5月末時点での例会時にお預かりした

金額は277,000円となっております。

　目安として示した寄付額は、一人当たり年次寄付150ド

ル、ポリオプラス30ドルでございました。当クラブは会

費と共に皆様から目安となる金額の寄付をいただいてお

ります。また、ベネファクター（恒久基金寄付1,000ドル）

各クラブ1名につきましても、森岡会計からご寄付いただ

きました。ご協力いただいた皆様には感謝申し上げます。

　「地区補助金等について理解を深め、クラブ活性化の支

援を行う」計画につきましても、地区開催の補助金管理セ

ミナーに参加し、地区補助金について理解を深め、当年度

のスポGOMIにおいては、地区補助金を臨時補助金と合

わせて140万程頂戴し、クラブ活性化に寄与できたのでは

ないかと思います。各クラブに配分する地区補助金は、ク

ラブの3年前年次寄付額の1/4がベースになりますので、

毎年の皆様からの年次寄付があったからこそいただけた

補助金でございました。重ねて感謝申し上げます。

　次年度に向けましても、補助金の申請を完了しており

ます。毎年の年次寄付が補助金としてクラブの活性化に

多い役に立っておりますので、引き続き皆様のご協力を

お願いいたします。

　今年度初めて委員長をやらせていただきまして、良い

青少年奉仕小委員会
村上守人 副委員長

　福島ロータリークラブは、福島学院大学ローターアク

トクラブと福島東稜高校インターアクトクラブの提唱

ロータリークラブとなっています。青少年奉仕小委員会

はローターアクトクラブとインターアクトクラブの活動

を通して、青少年奉仕の理想の実践のために、1年間活動

をしてまいりました。

　新型コロナウイルスの感染法上の分類が2類から5類

から変更になったことを踏まえ、今年度は平常通りの委

員会活動を行いました。またRIでは新世代から青少年へ

と数年前に名称変更したことから、クラブ事業である三

者合同新世代会議を三者合同青少年会議に今年度名称変

更をしました。

　以下、今年度活動した主な内容を紹介します。

　8月31日の2530地区インターアクトクラブ年次大会に

村上副委員長が出席しました。

　9月30日の2530地区青少年奉仕委員会セミナーに菅野

委員長が出席し、　｢各クラブの青少年奉仕活動と展望｣

についてのワークショップを行いました。

　1月13日の第2530地区県北第一分区青少年会議に箱岩

会長・中川幹事・菅野委員長・村上副委員長が出席し、

DEIの推進について学んできました。

　2月17日にクラブ事業である福島学院大学ローターア

クトクラブ・福島東稜高校インターアクトクラブとの三

者合同青少年会議を開催し、5月の例会でもスピーチをお

願いした福島県国際交流協会の福島先生が、「やさしい日

本語」についてのワークショップを行い、外国人と接する

際の言葉使いを勉強し、気付きの多い有意義な会となり

ました。最後に細田会員が青少年にも分かりやすく会議

の講評を行いました。

　2月24日の2530地区RYLA研修会に、マクサムコミュ

ニケーションズの2名と米山奨学生のトゥクさんが参加

し、世界平和・国際協力について学んできました。

　2月27日に福島ロータリークラブの青少年奉仕事業の、

腰塚勇人先生の「命の授業」を福島東稜高校で行いました。

命の大切さについて東稜高校の生徒に学んでもらうこと

ができました。

　3月7日のクラブ例会では、福島学院大学ローターアク
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経験となりました。理事会に参加することにより、各委員

会や役員の皆様の役割等、まだほんの少しですが理解す

ることができました。また、ロータリー財団のセミナー等

に参加し、寄付について考える機会となりました。職業

柄、寄付というと「ふるさと納税」がまず思い浮かぶので

すが、ロータリー財団の使命である「ロータリアンが、健

康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済するこ

とを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにす

ること」を忘れずに今後もロータリーの活動、また寄付活

動に積極的に参加したいと思います。

　以上で、ロータリー財団委員会の今年度の年間活動報

告といたします。

中川宏生 幹事

　2023-24年度福島ロータリークラブ幹事を務めさせてい

ただいた中川です。

　今年度、クラブ運営にご尽力いただいた役員・理事の

皆様、そしてご協力いただきました会員の皆様にこころ

より御礼申し上げます。そして、毎回早くから例会の設営

にあたっていただいた副幹事、副SAAの皆様、広範囲に

わたりまた細やかにサポートいただいた事務局の小澤さ

ん、八島さん、皆様の支えをいただいてなんとか今年度も

あと少しとなりました。

　箱岩年度のスローガンはSmile & Challengeです。

　右近八郎ガバナー輩出クラブとしての役割を求められ

る中、クラブの歴史と伝統に傷をつけてはいけないとい

うプレッシャーとともにスタートしました。

　振り返りますと、クラブの事業、地区の事業で大変充実

した1年間となりました。

　スポGOMI大会inふくしま、猪苗代湖水草回収事業は

インターアクトクラブ、ローターアクトクラブ、会員企業

の皆様にも積極的に参加いただき昨年に引き続き活気に

あふれた事業となりました。

　また、今年度は箱岩会長の発案により青少年のための

事業として腰塚勇人氏『いのちの授業』の開催および図書

の寄贈を実施しました。

　他には移動例会のように会員事業所で理事会を実施する

新たな試みもありました。会員事業者の皆様に多大なるご

協力をいただき大変印象に残る理事会となりました。

　今年度は途中で例会場の変更を迫られましたが、戦略

委員会の皆様はじめ関係各所のご協力でスムーズに移行

が完了しました。

　クラブとして深く関わった地区大会は福島クラブの熱

意と英知が集結されたものとして皆様にも強く印象に

残ったものと思います。個人的には福島クラブの素晴ら

しさをあらためて認識する機会となりました。

　クラブ内外の活動を通し客観的な視点で福島クラブを

考える機会も多くありましたが、大きく２つ感じたこと

を申し上げます。

　1つは、福島クラブは運営をするにあたって非常に整っ

た環境であるということです。ここまでクラブの体制を

整えられた先輩会員の皆様のご努力の賜物と存じます。

　2つめは会員の皆様の素晴らしさです。多様なスキルや

経験を持ちながら寛容であり、クラブ運営に対して常に

ご理解とご協力をいただきました。

　前年の相良年度は素晴らしい運営をされておりました

ので、引き継いだバトンの重さを感じながらスタートし、

なんとか菅沼年度へ繋ぐことができるという安堵感の一

方、心残りもあります。箱岩会長はまだまだ様々なチャレ

ンジを求めていたとは思いますが、それに対して十分な

リソースを確保できなかったことを申し訳なく思ってい

ます。そればかりか、本来、幹事が行うべき業務について

も状況を見て支えていただきました。

　福島ロータリークラブの幹事として機会をいただいた

1年間は私にとって大きな財産となりました。皆様に感謝

の気持ちをお伝えしつつ私のスピーチとさせていただき

ます。どうもありがとうございました。

幹事スピーチ
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幹事報告
●6/14（金） 新旧合同県北第一分区会

長幹事会が開催されます。当クラブよ
り箱岩会長、小原副幹事、菅沼会長エ
レクト、岡田次年度幹事が出席いたし
ます。

●6/15（土） 郡山ビューホテル・アネッ
クスにてRI第2530地区事務担当者セミナーが開催
されます。小澤事務局員が出席いたします。

●6/21（金）18時30分より｢北大路赤坂茶寮｣ にて
東京交歓会を開催いたします。OB会員16名、福島
RC30名が出席いたします。また、お昼のエクスカー
ションとしましてTBSスタジオ見学を行います。12
時30分TBS放送センター正面ロビーに集合となりま
すので、よろしくお願いいたします。

●次週6/20（木）の例会は理事会承認休会となります
ので、お間違えの無いようお願いいたします。また、
6/27（木）は箱岩年度最終例会となりますのでお知ら
せいたします。

●6月ロータリーレートは1ドル157円となっており
ます。米山記念奨学会寄付、ロータリー財団委員会寄
付については、本日で今年度の受付を終了いたしま
す。皆様のご協力ありがとうございました。

中川宏生 幹事

［メッセージ会員］
●小原 敏 会員
　東稜女子バスケットボール部はインターハイ出場3連覇を
決めました。県を代表してまずは1勝、日本一を目指します。
皆様のご声援ご支援宜しくお願い申し上げます。
●加藤 義朋 会員
　本日、早退させていただきます。
●佐藤 美奈子 会員
　全国RYLA研究会ご協力いただき、ありがとうございました。
●箱岩 偉 会長
　優良表彰を受けられたインターアクター、ローターアク
ターの皆さん、おめでとうございます。奉仕の精神とともに
幸多き人生を歩んで下さい。

●中川 宏生 幹事
　本日、幹事スピーチをさせていただきます。皆様の1年間
のご協力ありがとうございました。

●他に／阿部博史／安藤健次郎／安藤正明／安倍 守／今西
英量／氏家有紀／内池 浩／岡田新也／岡野友嘉／日下部達
／相良元章／佐藤朋幸／佐藤永之／佐藤英典／佐藤良智／
菅沼 裕／鈴木朋恵／田沼紀美子／丹治正博／寺田 充／仲尾
雅至／中嶋基晴／浪木克文／畠山良平／福地重信／藤井 守
／松原 久武／三宅一秀／村上守人／村山成也／村山由美子／
森岡幸江／柳谷葉一／八巻恵一／横山 淳／吉田大樹／渡邊 
大

ニコニコBOX報告 　本日の投入額 42件　¥93,000   累計  ¥3,490,000　◆報告　八巻恵一  委員

■7月4日（木）	 12：30 〜「エルティ」
【通常例会】2024-25年度　第1回例会
　・県北第一分区ガバナー補佐
　　各クラブ会長幹事ご来訪　役員理事紹介

※四つのテスト唱和　※7月誕生祝い

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

お客様並びに来訪ロータリアン紹介

米山記念奨学金6月分給付

ロータリー財団伝達

優良インターアクター・ローターアクター表彰

退会のごあいさつ

■福島東稜高校
　インターアクトクラブ

　部長　清野冬真 様
　　　小坂奏愛音 様

菅野陽人 様
　顧問　上野浩子 様

■福島学院大学
　ローターアクトクラブ

副部長　菅藤真優 様
福安慶太朗 様
加藤夢花 様

■米山記念奨学生
　グェン ティ フォン トゥク さん

■米山記念奨学生
　グェン ティ フォン トゥク さん

■ベネファクター
　森岡幸江 会員

■インターアクター代表
　清野冬真 様
■ローターアクター代表
　菅藤真優 様

■NTT東日本福島支店長 
　畠山良平 会員

■特集　ロータリー親睦活動月間（横組P7-13）
　広げよう！　ロータリー親睦活動の輪
　「ロータリーの原動力は親睦」と述べたポール・ハリス。それか
ら100年以上たった現在でも、ロータリーの親睦が根幹にありま
す。むしろ、インターネットが発達した現代こそ、表面的だけでな
い深い付き合いである、親睦の重要性は高まっているのではない
でしょうか？

ロ ー タ リ ー の 友 6 月 号


